
地域おこし協力隊の活動事例（呉市）

安浦町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

地域団体への支援，観光事業,マリンスポーツ
普及，パーソナルカラー・骨格診断

SUP（ボードの上で漕ぐスポーツ）で親子の絆
を作る為にイベントを開催しています。
SUPヨガインストラクターの資格も習得したので，
幅広い年代の方に参加してもらい地域交流の
場作りをしていきます。
パーソナルカラー・骨格診断を定期的に子育
て支援センターやまちづくりセンターで開催し，
地域の方達に元気になってもらいました。

地域資源の海と人を繋ぎ，呉市安浦町
にまた来たいと思ってもらう関係人口，移住促進，
観光事業に取り組んでいきたいです。

【活動期間】

令和４年４月～
SUPヨガ
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地域おこし協力隊の活動事例（竹原市）

竹原市全域

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

加工品開発による農林水産物の高付加価値化

販促品の製作やＨＰのデザインなど、前職のデザインスキルを活かして、竹原市の魅力
を発信しています。

【活動期間】

令和３年１０月～

・農林水産物加工施設の運営

・海ぶどうやタイ、タコ等の海産物，タケノコ
やジャガイモ、ブドウ等の農産物を活用した
加工品の開発・製造 
・開発・製造した商品の販路拡大
・後継者のいないタコツボ漁の継承
・その他地域の活性化に係る支援



地域おこし協力隊の活動事例（三原市）

全域

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

関係人口増加・移住定住促進

おもしろい仕事づくりと地域商社の設立に向けて活動中。
「地域の良さを発信し、商品の付加価値を地域内で共有する事業」の実現をめざします！

【活動期間】

令和４年１２月～

○移住定住のプロモーション
　「後継ぎ×移住」企画　（※事業調整中）
○関係人口の拠点・体制づくり
　ワーケーション事業企画
　地域課題解決型ワーケーション トライアル
　（※事業調整中）
○空き家活用事業
　空き家活用×創業事業
　（※実施済　国交省 空き家対策モデル事業）



地域おこし協力隊の活動事例（三原市）

全域

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

○関係人口創出及び移住定住促進
○空き家対策

空き家を使いたい移住検討者とのマッチングや三原で
新たに空き家を活用した事業にチャレンジしたい人を
サポートします!

【活動期間】

令和５年３月～

○空き家バンク、空き家相談業務
○空き家のリフォーム
　　たこ焼き屋、ゲストハウスの開業、
　　ＤＩＹなどの支援



地域おこし協力隊の活動事例（三原市）

大和町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

○地域の生活や魅力の情報発信による
　移住・関係人口の創出
○地域特産物の生産、地域資源を活かした
　魅力づくり

地域の食材を使ったフランス料理を、自分でリフォー
ムしたビストロで楽しんでもらい、地域の魅力をＰＲし
ていきます！

【活動期間】

令和５年４月～

○フランス料理教室や国際文化教室の開催
○無農薬野菜の栽培、お米づくり
○ビストロオープンに向けたリフォーム



地域おこし協力隊の活動事例（三原市）

高坂町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

○宿泊所「高坂の郷のどか」を活用した
　移住・関係人口の創出
○地域の魅力発信

○「のどか」でイベントから滞在につなげていく観光商品開発
○古民家再活用と薬膳・発酵食ワークショップ
　→古民家の雰囲気を生かした空間で、地域の食材や自家栽培の野菜を使った

　　ワークショップを開催。食事と空間を組み合わせた新しいライフスタイルを
　　提案し、都心から自然豊かな郊外に憧れる人々を呼び込むような事業に
　　チャレンジします！

【活動期間】

令和５年４月～

○高坂の郷のどか基盤整備
　ＳＮＳ運用、ワークショップ、イベント出店、
　販促ツール、運用仕組みづくり



地域おこし協力隊の活動事例（尾道市）

御調町　

【活動期間】令和２年５月～
【活動分野】農業・地域振興分野
【活動内容】御調町内の農業振興及びPR広報活動
・町内の道の駅 クロスロードみつぎ内の野菜市に  
  出荷される農家の販売・営農指導/現場研修
  ECサイト商品「みつぎの三ツ星 野菜便」販売支援
・町内の農業関係者の農繁忙期の作業支援・研修
・御調町のPR紹介動画「みつぎさんぽ♪」の作成
　尾道市公式 YouTube サイト

・町内の各教育機関における総合の時間内等での講師活動
  小学校(地域紹介・国際教育)、中学校(地域活性活動)、高校(菜園活動)
・保健福祉イベント、食育及び農育イベント等の実施・計画

・市民団体「チームクロスみつぎ」の清掃活動、「みつぎこども食堂」では
フードパントリーの実施(年15回)　その他、地域の方々へ活動紹介の講演
【ポイント】コロナ禍は行事等の中止が多かったが、極力、依頼された案件
を可能な限り応える様に心がけ、現在は地域活性の為、各現場で活動

【保有資格及び隊員期間中の受講研修等】
・野菜ソムリエ・プロ、健康管理士、食の6次産業化プロデューサーレベル3
・社会教育士、農村プロデューサー、J-GAP指導員
【発信しているSNS・ブログ等のURL】 Instagram. @hitoonomitichi  人と尾道 hito-onomichi.jp
尾道市地域おこし協力隊 Facebook. https://m.facebook.com/profile.php?id=1121241301269360

https://www.youtube.com/channel/UCxp7xKYytLmSQJ3DDE9-zAA



地域おこし協力隊の活動事例（尾道市）

百島町 

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

マリンアクティビティの振興
獣害対策
地域イベント

・マリン事業者と活動協力
・マリンアクティビティ体験イベント
　『百島ビーチフェスティバル』開催
・11月～2月までの猟期に狩猟活動
・百島島民参加協力型イベント
　『百島あかりまつり』開催
・情報発信

百島は１周１２キロほどの小さな離島です。人口３７０人ほどですが移住者も多く、新し
い事を始めて島を盛り上げようとする方々がいます。
活動の際に気になることや手伝ってもらいたいことなどを相談するととても力になってく
れますので島民の優しさを感じながら有難く生活をしています。

【活動期間】 令和4年10月～



地域おこし協力隊の活動事例（福山市）

福山市全域

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

・関係人口の創出
・移住定住の促進

・移住オンラインコミュニティの企画・運営
・福山市の魅力をSNSやブログで情報発信
・ワーケーションの誘致に向けた企画・運営
・鞆の浦・地域医療プログラムを運営（ 6ヵ月）
・連携可能な市内キーパーソンへのインタビュー実施

活動を通じて，これまで福山市に来たこと
がなかった方が、年間を通して複数回に
わたり福山市を訪れてくれています。
また，福山市で立ち上げたプロジェクトに
東京の企業がご出資くださることになりま
した。

【活動期間】

令和4年10月～

福山移住相談チャット
『Setouchi-Log』



地域おこし協力隊の活動事例（府中市）

府中市府川町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

FAB施設とドローンを活用した地域振興

FAB施設(DDD.Labo)の運営。
ものづくりイベントの開催。
ドローンユーザーの交流の場運営。

ものづくりが活発な府中のまちなかで、
老若男女問わずものづくりに興味が
ある人のサポートをしています。

【活動期間】

令和2年4月～



地域おこし協力隊の活動事例（府中市）

府中市上下町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

県立上下高等学校　魅力化コーディネーター

・小学校や中学校に、その道のプロによる講演会や出
前授業を企画、実施運営。

・高校の放課後に大手予備校講師による大学受験対
策の補習授業を企画、実施運営。

・天領あやめ塾で大学受験対策の授業を企画、実施運
営。
＊天領あやめ塾とは、上下高等学校の後援会である「上下高校２００
年の会」が府中市から事業委託を受けている公営塾で上下高等学校
在学生に学習支援を行っています。

【活動期間】

令和４年２月～

上下高校存続のために様々な施策を企画、実施運営

県立上下高校の校長先生による講話風景
(小学校５・６年生対象)



地域おこし協力隊の活動事例（三次市）

三次市全域

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

農業研修生

三次市の振興作物であるブドウの栽培技術の
習得や農業経営等の基礎知識について期間中
に学び，退任後は本市での新規就農をめざす。
　（その他の活動）
○地域行事への参加　　
○三次市や活動の情報発信
を行いながら，地域と共に活気づくブドウ園づくりに向
け活躍中

ＪＡアグリ三次との連携により，初心者でも新規就農に
対して手厚くサポートする体制が整い，新規就農者の定
住・定着につながっている。

【活動期間】

令和４年４月～令和６年３月



地域おこし協力隊の活動事例（東広島市）

安芸津町

【活動分野】

【活動内容】

【ポイント】

地域情報誌の作成やコミュニティスペース・
拠点づくり

・町の情報発信
　「あきつで暮らす」をテーマにしたものづくり
・イベント運営
　地域の祭り、マーケット運営のサポート
・場所づくり
　安芸津案内の拠点となる「場所づくり」

それぞれの視点にこそ、地域の面白み
が詰まっていて、その一つ一つの体験や
経験を、私なりに伝えることで、町の記憶
と記録に残る「ものづくり」をします。

【活動期間】
令和2年9月～令和5年8月


